
お問合せ先 広報課 kouhou@daido-life.co.jp

Ｔ＆Ｄ保険グループの大同生命保険株式会社（社長：北原 睦朗）は、持続可能な社会の実現に

向けた一層の貢献を目指す取組みとして、中小企業がＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）への理解を

深め、サステナビリティ経営*1に取り組むことを後押しする ｢ DAIDO Sustainability INITIATIVE ｣

(ダイドウ･サステナビリティ･イニシアティブ) を開始します。

１．サステナビリティ経営の必要性

近年、政府による2050年カーボンニュートラル宣言等、社会の持続可能性に対する関心が高まって

おり、ＳＤＧｓへの取組みは、大企業だけでなく中小企業にも大きな経営課題になりつつあります。

当社はこれまで、社会のニーズに応える商品・サービスの提供や｢KENCO SUPPORT PROGRAM｣による

健康経営 *2の推進等、事業活動を通じて社会課題の解決に貢献する取組みを進めてまいりました。

近年の環境変化を踏まえ、当社では、国内企業数の99％以上を占める中小企業におけるサステナ

ビリティ経営の実践を後押しすることで、持続可能な社会の実現に一層貢献したいと考えています。

２．サステナビリティ経営支援プログラムの概要

最初の取組みとして、2021年11月より、中小企業におけるサステナビリティ経営を支援するプロ

グラムを開催します。本プログラムでは、地域や業種を超えて、様々な中小企業経営者がサステナ

ビリティ経営の意義を共有し、技術やアイデアを持ち寄ることで、温暖化や気候変動等の社会課題

に関するソリューションの活用や、新たな企業間連携の創出を目指します。
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*1 「サステナビリティ経営」とは、環境・社会の持続可能性に配慮し、ＳＤＧｓを経営に組み込むことで、事業の持続的成長を図るものです。
*2 「健康経営」とは、企業が従業員の健康管理を経営的視点から考え、戦略的に従業員の健康管理・健康づくりを実践することです。

「健康経営」は特定非営利活動法人健康経営研究会の登録商標です。

プログラム名 サステナビリティ経営支援プログラム
～DAIDO Sustainability INITIATIVE～

開 催 期 間 [第１期] 2021年11月 ～ 2022年3月
[第２期] 2022年 4月 ～ 2022年9月

開 催 場 所 オンライン

企画・運営 大同生命保険株式会社
Plug and Play Japan 株式会社

中小企業のＳＤＧｓへの取組みを応援するために
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以 上

なお、本プログラムは、世界19か国40拠点以上のネットワークを持ち、イノベーションプラット

フォームとして豊富な知見を有するPlug and Play Japan株式会社の支援を受け運営してまいります。

社 名： Plug and Play Japan株式会社

所 在 地： 東京都渋谷区道玄坂1-16-3 渋谷センタープレイス3F

代 表 者： 代表取締役社長 ヴィンセント・フィリップ

設 立： 2017年 7月

U R L： http://japan.plugandplaytechcenter.com/

シリコンバレー発の世界的なイノベーションプラットフォームである「Plug and Play」の日本

拠点として、2017年に設立されました。同社の持つ世界規模のネットワークを活かし、革新的な

技術やアイデアを有するスタートアップと企業との共創を支援しています。

PLUG AND PLAY JAPAN について
プ ラ グ ア ン ド プ レ イ ジ ャ パ ン

中小企業の皆さまによるＳＤＧｓへの取組みを後押しするプログラム
社会課題の解決に貢献する技術・アイデアを持つ企業を幅広く募り、ソリューションの活用や提供企業との協業
をサポートすることで、サステナビリティ経営を支援します。テーマとして、温暖化・気候変動、資源枯渇・廃棄物、
水質汚濁・水不足、生態系破壊、人権等を設定します。

※第１期(2021年11月～2022年3月）のスケジュールです。

サステナビリティ経営に
取組みたい企業

サステナビリティに
配慮した技術や
アイデアを持つ企業

サポート期間11/4(木) 12月中旬 3月中旬

オープニングイベント

サステナビリティ経営の意義を共有、
および実践に役⽴つ技術を紹介します

採択企業の発表

プログラムで採択する企業を発表し、
協業サポートを開始します

事例共有イベント

プログラム内で⽣まれた活⽤・協業事例
を発表し共有します

第１弾オンラインイベント

中小企業の皆さまの
ソリューション活用や

新たな企業連携を創出

第２弾オンラインイベント 第３弾オンラインイベント

オンラインワークショップ

第1弾

プログラムの最初の一歩 ───
ＳＤＧｓへの取組みに向けた、サステナビリティ
経営の必要性や実践のポイントを解説、また、
実践をサポートする技術やサービスをご紹介。

http://japan.plugandplaytechcenter.com/


持続的な成長を達成するためのヒント。

Sustainability INITIATIVE

PHASE

サステナ経営のご紹介

第1弾オンラインイベント 第2弾オンラインイベント 第3弾オンラインイベントオンラインワークショップ

有識者による解説や、
ソリューション企業の
プレゼン

1 PHASE

活用サポート
ソリューション活用に
向けたワークショップを
複数回開催

3 PHASE

事例共有
参加者による
実践・協業事例の共有

4PHASE

実践方法のご案内
ソリューションを提供する
全ての企業をご紹介

2

11/4（木） 12月中旬 1月 ～ 2月 3月初旬

への取組みに向けて、半年間にわたり
ソリューションの紹介から、活用まで一貫してサポートします

SDGs



参加のお申し込みはこちらのコードを読み取りいただくか、以下のURLでお願いします。
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_tBmF6dH_SFC4anQy1vQCGA

お問い合わせ先    大同生命ウェビナー運営事務局：adm-dpt@daido-life.co.jp 

※パソコン・スマートフォン・タブレットよりアクセス・視聴いただけます。
※お申込登録完了メールは「no-reply@zoom.us」のアドレスからお届けします。

申込 /
参加方法

第1弾 オープニングイベント
サステナビリティ経営の必要性の解説や、実践をサポートする技術やサービスのご紹介

無料視聴

水質汚濁・
水不足気候変動 資源枯渇・

廃棄物問題
生態系の
破壊 人権問題

サステナビリティ経営で取り組む5つの課題

決定！プレゼンテーション企業 ※当日はさらなるソリューション企業のプレゼンテーションも実施予定です。

プログラム第一弾のイベントがスタートします。

共同企画パートナー

●キーノートスピーチ

ライブ配信（Zoomビデオウェビナー）

夫馬賢治氏   ／ サステナビリティ戦略・ ＥＳＧ投資専門家 【(株)ニューラル CEO）】
略歴
環境省「ESG ファイナンス・アワード・ジャパン」選定委員。農水省、厚労省でのESG 関連の委員。
『データでわかる2030 年 地球のすがた』他著書多数。

「中小企業がサステナビリティ経営に取組む意義」をわかりやすく解説。

●ソリューション企業プレゼンテーション
中小企業が取り組める先進技術を、ソリューション企業が紹介。

※視聴は無料です。ただし、通信により発生する費用は参加者のご負担となります。

※上記企業に加えて、ソリューションの提供が可能な企業を募集します。応募方法は、支社・担当者へお問い合わせください。

11 4月 日 15:00-16:30
配信方法

イベント内容

木

Sustainability INITIATIVE

日時

食用に適さない古米やくず米など、廃棄されてしまうお米が由来の
バイオマスプラスチック「ライスレジン」

水の使用量を最大95％削減する極限節水ノズル。
節水に気づかない使用感でありながら、水道料金とガス料金を激減。

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_tBmF6dH_SFC4anQy1vQCGA
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_tBmF6dH_SFC4anQy1vQCGA
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